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公成氏が NGSM（N-Gram based System for Multiple document comparison and 
『論語』の基礎統計──79
表１　計量文献学略年表
年 人　物 事　蹟 手法など
1851 ド・モルガン 「ヘブル人への手紙」（『新約聖書』）の分析法を提案 単語の長さの平均値






1897 ルトスワフスキ プラトンの文体の発展 ユールに影響
1900 ピアソン カイ二乗検定
1901 メンデンホール シェイクスピア非実在説を否定 10万単位のデータから単語長の分布を測定
1935 波多野完治 『文章心理学』刊行
1939 ユール 『キリストにならいて』の著者推定 文の長さの平均値、中央値、四分位範囲など
1944 ユール 語彙の集中度をあらわす「Ｋ特性値」を提唱
1951 シャノン Ngram





1958 ルーン 自動抄録、KWIC（Key Word In Context）
1962 エレゴール 英国議会を批判した17世紀のユリウス・レターを分析 Distinctiveness ratioを提案




1966 オドネル 一般女性の書いた手紙 句読点の頻度を分析
1972 スパーク TFIDF（キーワードの重みづけ） キーワードの重みづけ
1973 韮沢正 『由良物語』の著者推定 語の使用率を分析して推定
1974 ウィリアムス メンデンホール（1901）に疑義を示す 散文と韻文ではワードスペクトルは異なる
1978 後藤義乗 『無量寿経』の著者推定 機能語の使用頻度











年 人　物 事　蹟 手法など
1987 李賢平 『紅楼夢』81～120章の著者を推定 41種の機能語を主成分分析・クラスター分析




































































































































































































































































































篇 長 異なり字種 集中度 IDF＝0 IDF＝最大
特徴
字数 偏差値 字種 偏差値 Ｋ値 偏差値 合計 割合 合計 割合
1 学而 498 37－ 180 33－ 145 48 213 43％＋ 4  1％－ ****
2 為政 581 40－ 214 41－ 153 51 232 40％ 14  2％－ ***
3 八佾 691 45 241 46 142 47 275 40％ 49  7％＋ *
4 里仁 503 37－ 168 31－ 197 69＋ 222 44％＋ 5  1％－ *****
5 公冶長 877 53 276 54 183 64＋ 356 41％ 38  4％ *
6 雍也 823 51 282 55 163 56 325 39％ 38  5％＋ *
7 述而 892 54 296 58＋ 174 60＋ 383 43％＋ 33  4％ ***
8 泰伯 617 42－ 244 47 119 38－ 238 39％ 30  5％＋ **
9 子罕 813 50 284 56＋ 130 43 290 36％－ 31  4％ **
10 郷党 645 43 280 55 116 37－ 187 29％－ 99 15％＋ ***
11 先進 1073 62＋ 292 57＋ 164 56 420 39％ 42  4％ **
12 顔淵 1000 59＋ 266 52 141 47 384 38％ 34  3％－ **
13 子路 1041 60＋ 268 52 163 56 454 44％＋ 30  3％－ ***
14 憲問 1349 74＋ 364 73＋ 164 56 552 41％ 68  5％＋ ***
15 衛霊公 911 55 266 52 177 61＋ 406 45％＋ 23  3％－ ***
16 季氏 869 53 270 53 107 33－ 293 34％－ 44  5％＋ ***
17 陽貨 1021 59＋ 309 61＋ 147 49 396 39％ 44  4％ **
18 微子 626 42 238 46－ 112 35－ 211 34％－ 47  8％＋ ****
19 子張 848 52 252 49 165 56＋ 344 41％ 30  4％ *
20 堯曰 373 31－ 171 31－ 115 37－ 125 34％－ 20  5％ ****
1‒10 上論 6940 984 136 2721 39％ 341  5％
11‒20 下論 9111 1005 139 3585 39％ 382  4％
1‒20 全体 16051 1355 137 6306 39％ 723  5％
最大 1349 364 197 552 99
最小 373 168 107 125 4
平均 803 258 149 315 36































































































































































































































































































































































上論 16  6924  6940
下論  3  9108  9111


















＝13..01..8.215 10.784 6931.785 9100.215
表２　自由度１のカイ二乗分布の棄却域
有意水準 p カイ二乗値
0.05  3.84
0.01  6.63
0.001 10.82
　　 　「孝」のカイ二乗値13.01は有意水準0.001の棄却域10.82より大きく、この水準
で有意な偏りがあると判断できる。
　　 　なお、カイ二乗分布の棄却域や帰無仮説を設ける点については紙幅がないの
で、注15）の文献や統計を説明しているウェブページを参照していただきたい。
